
スマート農業技術の開発・実証プロジェクト
「パプリカスマート商流実現と他社間連携による
安定出荷体制の構築」

宮城パプリカスマート商流コンソーシアム
実証代表 宮城県農政部園芸推進課

浦郷 宣秀
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宮城県におけるパプリカ生産状況

〇宮城県は大規模施設園芸による養液栽培が盛ん

〇宮城県産パプリカは出荷量全国１位（2012年～）

〇実証経営体3社のパプリカ栽培面積は，合計約8 ha

①デ・リーフデ北上ハウス

実証経営体３社パプリカ栽培面積
①デ・リーフデ北上 1.3   ha
②デ・リーフデ大川 0.88 ha
③ベジ・ドリーム栗原 6.0   ha

都道府県 出荷量 面積

宮城県 1,350 t 10 ha

茨城県 1,240 t 13 ha

大分県 863 t 5 ha

全国 6,520 t 86 ha

令和2年産地域特産野菜生産状況調査
（農林水産省） 2



パプリカの栽培特性

〇開花から収穫まで約2か月以上

→着果負担が大きい

〇栄養成長と生殖成長のバランス

を維持するのが難しい

→安定生産に高い栽培技術が必要

〇フラッシュと呼ばれる生理現象

→時期により収量の波が発生

※フラッシュ：一定程度着果するとその着果負担の影響で，花が自
然落花し，果実がない節が発生する。これにより収量の波が生じる。

パプリカの着果の様子
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背景と目的

〇パプリカは，時期により収量に波がある
〇需要の急な変化に柔軟に対応できない
〇生産法人間の連携による安定出荷体制の構築が課題

収
量

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

法人① 法人② 法人③

パプリカの収量

連 携

収
量

法人間連携①＋②＋③

安定出荷

出荷先に対して，周年供給，量的優位，安定出荷が可能

宮城県産パプリカのブランド力及び販売単価向上 4



取組概要

栽培管理 収量予測 集出荷管理 他社間連携

栽培管理サポートシス
テム
・パプリカの安定生産を
サポート

自立走行車＋パプリカ
着果計測センサー
・１週後のパプリカ出荷
数を推定

生販連携管理システム
・選果，出荷作業能率向上
と迅速な出荷体制の構築

他社間連携を可能とするデー
タ統合プラットフォーム
・栽培管理，集出荷に関わる情報
の共有

宮城県産パプリカのブランド力向上
他社間連携による安定出荷
スマート商流実現のために，以下のスマート農業技術を実証

本実証課題の達成目標
〇パプリカの販売平均単価を５％を向上させる
〇安定生産・出荷に寄与する栽培管理サポートシステムと
データ統合プラットフォームを実装する 5

を目指す



区分 団 体 名 実 証 内 容

民間
企業

GINZAFARM(株) 人工知能(AI)を活用したパプリカ収量予測ロボット（FARBOT）の開発

(株)電縁（SoftBank系列 SBテクノロジーの子会社） 生産法人連携のためのシステムのプラットフォームの開発

(株)エキサイト 生産法人連携（暖房エネルギー推定）のためのアプリケーション開発

豊通食料(株) パプリカ生産者の流通部門

生産
法人

(株)ベジ・ドリーム栗原 パプリカ生産法人（栗原市）

(株)デ・リーフデ北上 パプリカ生産法人（石巻市）

(株)デ・リーフデ大川 パプリカ生産法人（石巻市）

大学 宮城大学 パプリカ収量予測に係る基礎的データ取得

研究 農業・食品産業技術総合研究機構 西日本農業研究センター 生産法人連携（暖房エネルギー推定）のためのシステム開発

行政
等

（公財）みやぎ農業振興公社 コンソーシアムの経理管理

石巻市 パプリカ生産法人の支援

栗原市

農業･園芸総合研究所，
石巻地域農業改良普及センター，栗原地域農業改良普及センター
農業振興課

園芸推進課 （実証代表機関）

本コンソーシアム体制

民間企業，生産法人，大学，研究機関，行政 １７組織

宮城パプリカスマート商流コンソーシアム構成員
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本実証課題の概要図
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本プロジェクトの概要図



栽培管理サポートシステムによる安定生産

目標：安定した栽培管理およびエネルギーコスト試算を可能と

する栽培管理サポートシステムを構築する

栽培管理サポートシステム

〇栽培管理サポートシステム機能

・環境情報（温度，湿度，CO₂濃度）

・生育情報（週間伸長量，開花高等）

・草勢評価（着果数適正度，栄養・生

殖成長比，伸長速度適正度）

・収量予測（各種データをオートマト

ン型の予想モデルで処理）

→以上機能を，他社間で共有可能

〇システムの栽培管理参考情報により，グロワーの安定生産寄与
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暖房試算APIの計算精度検証

〇メッシュ農業気象データと温室諸元，暖房設定気温から計算

〇実測値と予測値の相関係数

→日積算値：0.893，週積算値：0.971，月積算値：0.990

〇週，月単位で計算精度が向上する理由は，気象データの平年値

を参照するため

ベジ・ドリーム栗原のLPG使用量実績と暖房試算APIの計算値の比較結果
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暖房負荷試算アプリによる暖房燃料使用量予測

暖房負荷試算アプリ

〇暖房試算APIとデータ連携するアプリを開発

〇暖房設定温度に応じて，暖房燃料使用量を予測できる機能

〇作付期間変更時や暖房設定温度変更の際に，暖房燃料使用量を

シミュレーションできる

暖房使用量予測グラフ表示
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短期収量予測ロボットFARBOTの実証

目標：１週間後までの出荷量を90%の精度で予測する

短期収量予測ロボットFARBOT FARBOTによる画像解析結果

〇自動走行しながら画像撮影し，AI解析によってパプリカの

着色別果実数を算出して，１週間後までの収穫量を予測

〇天候や葉の茂りによって，パプリカの認識率が下がる場合が

あり，現状の予測精度は高くない 11



収量予測に係る基礎的データ取得

積算日射量を基にした果実肥大曲線
果実着色における積算温度，積算日射量，
果実面受光量の調査

〇収量の変動要因の解明

〇果実肥大及び着色に及ぼす要因の解明

〇栽培管理条件による収量予測変動に関する調査
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FARBOTや栽培管理サポートシステムの収量予測精度向上に寄与



協調出荷支援システムの開発

〇各社の出荷予定数量に対する余剰量と不足量を表示するシステムの開発

〇システムにより，他社間での出荷量調整を支援し，安定出荷が可能

目標：他社間連携による協調出荷を可能にするツールの開発

協調出荷支援システム画面
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赤：不足青：余剰

・自社で発生が
見込まれる余剰
/不足の情報を
登録

・需給ギャップ
へのマッチング
登録

・需給ギャップを
日別，余剰/不足別
に参照
・需給ギャップの
マッチング未済/済，
登録情報内容ごと
に色分け表示



選果機と販売部の情報共有加速化

〇選果・出荷管理システムの導入で，作業者1名あたりの選果・出荷に係る

作業時間が令和4年4月～8月の平均で約７%（507分/人・月）削減

〇倉庫・営業管理システムの導入で，効果的な販売予測及び価格交渉が可能

目標：①選果/出荷の作業能率を向上させ，作業時間2割削減

②出荷タイミング・地域分配の最適化で単価1%向上

選果・出荷情報と倉庫・営業情報をデータ化
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安定出荷体制構築と宮城県産ブランド向上

〇他社間連携による安定出荷構築により，契約販売先２社増加

〇個包装機械導入により，消費者ニーズに対応する個包装出荷割合約17％増加

〇各社共通パッケージの協調出荷で，宮城県産パプリカのブランド力向上

〇上記効果で，販売単価が前年比10％増加

目標：①契約販売率向上による単価1％増加

②個包装出荷増加，宮城県産ブランド向上で単価3%増加

パプリカ自動個包装機械 協調出荷用の各社間共通パッケージ
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データ統合プラットフォームのサービス化検討

データ統合プラットフォームのイメージ図

〇システムの利用状況調査や利用者とシステム開発者との意見交換会実施

〇システム利用によるサービスメリットの代替とサービス提供側で想定される

事業収入等から判断した結果，現状でのサービス化は難しいと判断

目標：データ統合プラットフォームを農業支援サービスとして実装
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〇パプリカ自動個包装機械の導入による個包装販売率の増加及び協調出荷

による契約販売率の増加により，販売単価が前年比10%増加（令和4年4

月～8月平均販売単価実績）

〇選果・出荷管理システムの導入により，労働時間が25時間/10a減少し，

人件費が前年比1.6%削減（令和4年4月～8月実績）

スマート農業技術の導入による経営上の効果
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令和4年度実証成果

スマート農業機械導入・利用経費

〇FARBOT 1,505,000円/１台

〇選果・出荷システム 9,179,500円/1式

〇パプリカ自動個包装機械リース代 1,595,550円/1台・1年間

〇データ統合プラットフォーム利用料 検討中/1経営体

〇暖房負荷試算アプリ利用料 検討中/1経営体



本実証課題は、農林水産省「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

（課題番号：施3B1商，課題名：パプリカスマート商流実現と他社間連携に

よる安定出荷体制の構築）」（事業主体：国立研究開発法人農業・食品産

業技術総合研究機構）の支援により実施しています

本実証課題の支援機関
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